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とした非線形放物型問題の可解性は, 拡散項, 非線形項, 境界条件, 初期関数の形状などが複雑
に絡む興味深い研究対象である。本審査論文では, 以下の問題に対してその解の存在・非存在の
境界線を初期値や非斉次項の特異性によって明確に表現することに成功している:  
 (P1) 藤田型方程式を含む半線形分数冪放物型方程式の初期値問題 
  (P2) 非斉次項付き分数冪放物型方程式の初期値問題 











いる方針を採用し, 分数冪 Poisson 方程式の解を基に適切な試験関数を巧みに構成することで, 
最適な非斉次項の特異性を得ることに成功した。これらの問題解決における過程は比佐氏の解析
的技量が結実したものと言える。 
 上述の成果はいずれも新規性が高く, 今後様々な問題に応用が可能な解析法を提案している。
また, 比佐氏が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有することを十分に
示すものである。以上の理由から, 比佐幸太郎氏提出の博士論文は, 博士（理学）の学位論文と
して合格と認める。 
